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「たかが 100 万、200 万円のシステムでそんなことが出来るのか？」とお考えになっても不思議はありません。勿論 
TPiCS-X を買って頂いただけで「難問」を解決出来る訳ではなく、我々が提唱する生産管理の考え方をご理解頂
き、それを実践して頂くことが必要です。その道は決して簡単な道ではありません。しかし、それは真の解決に確実
に繋がっている道です。 

 

１ 短納期生産、変化に対応する生産 

TPiCS-X はオーダーリリースした計画でも状況に応じ

修正することができます。また、TPiCS-X はオーダーリ

リースした計画も包含して所要量計算します。 

オーダーリリースした計画をベースに今回の生産（受

注）が成り立つか否か、シミュレーションをしながら所

要量計算をします。 

TPiCS-X は現在在庫を起点に、本日も過去も、全ての未

完の計画を前提にして所要量計算しますので、今日の

受注に対応した今日の生産、明日の生産が可能か否か

が分かります。TPiCS-X ではシミュレーションしながら

生産計画を作り、部品や材料の手配をしていきます。 

それに対し一般的な MRP システムは、在庫の引当てや

ロット纏めをして必要数を計算し、伝票を発行したら、

後はシステムとしては面倒を見ないので、間近な計画

変更や、明日の生産に必要な部品が本当に足りている

かなどは、電卓を叩いて計算する必要がありました。 

TPiCS-X の場合は生産計画の全てをシステムに任せる

ことができます。しかし、システムに任せる （計算させ

る）為には、計算させるデータが意味のあるものでなく

てはなりません。システムが持っている在庫数やマス

ターは勿論、システムが持っているオーダーリリース

した計画データも正しくメンテナンスされている必要

があります。これを我々は 「計画管理」と呼び、計画管

理をしながら短納期生産を実現していきます。 

このほか短納期生産を実現するためには「平準化の問

題」や 「現場指示の問題」「サプライヤーの問題」など

もあります。それらについては 「製造業が抱える５つの

難問を TPiCS で解く」をご覧ください。 

２ 現場の見える化の実現 

「見える化」には二つの面があります。 

①５Ｓに代表される現場改善による見える化 

②システムの画面を見れば分かるようにする見える化 

システムによる見える化は、上記の 「計画管理」を行っ

ていけば自ずと実現できるようになっていきます。 

３ 出荷遅れを無くす 

地震や落雷などの災害や大事故による出荷遅れは

TPiCS-X を使っても防ぐことは出来ませんが、普段の仕

事の中で「ミス」や「漏れ」、「見過ごし」等による生産

トラブルは上記「計画管理」を行いトラブルを予見でき

る仕組みを作り、減らしていきます。

４ 在庫を減らす 

在庫を発生原因により二つに分類して考えます。 

①ミスや見込み違い、設計変更などによる不良在庫 

②日々の生産活動の中で発生する運用在庫 

不良在庫の原因を更に分析すると、複数の要素が複雑

に重なり合って発生していることが多く、簡単な対応

策などは見つかりません。この問題に関しても答えは

「地道な改善」になります。 

TPiCS-X には設計情報を正確に、速く、簡単に、しかも

設計変更まで含め、生産情報に反映する仕組みがあり

ます。これによりこの問題の半分は解決できます。 

見込み精度は TPiCS-X の範囲外なので、見込み違いが

あっても被害を最小限に止めることを考えます。その

為にはロットサイズを小さくし、発注リード日数を短

くします。しかしこの方法はそれぞれまた別の問題が

ありますが、それらについては 「製造業が抱える５つの

難問を TPiCS で解く」をご覧ください。 

運用在庫も二つに分けて考えます。 

②-1 手配担当者が変化に対応する為を考え、「勘と経験」

で発注数を調整していて、それに起因する在庫 

②-2 工場に入ってから出るまでの必然的に生じる在

庫 

発注調整による在庫は、TPiCS-X には 「変化に対応する

ためのバッファ」が設定できるので、「勘と経験」に頼

る仕事ではなくシステムで管理された仕事に変えるこ

とにより在庫を減らします。 

入りから出までの在庫は、「納入リード日数 ・製造リー

ド日数」と「ロットサイズ」で制御できます。 

「計画管理」が実現出来ている状態だと、これらの設定

を小さくしていくと計画通りに生産できなくなる臨界

点が分かります。するとそこが在庫縮小の為のネック

ですからそれを改善していきます。 

５ 設計変更、出図遅れに対応する 

生産管理の難しさや大変さの本質は 「変化 ・変更」にあ

ります。そしてその源は 「見込みが実需になる時の数と

時期の変化」と「設計変更」です。 

TPiCS-X には「構成情報変換オプション（ 「在庫を減ら

す」で触れたもの）」があり、設計変更を生産情報に反

映する機能の他、既に手配されているものとダイレク

トに照合し、キャンセル伝票を発行したり、追加の伝票

を発行することも出来ます。 
 
 

で､で､で､で､製造業が抱える５つの難問を解決する製造業が抱える５つの難問を解決する製造業が抱える５つの難問を解決する製造業が抱える５つの難問を解決する     
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量産の製造業から個別受注仕様の製造業まで幅広く対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

  

TPiCS4.０ラインナップ 

ffff----ＭＲＰＭＲＰＭＲＰＭＲＰ製番製番製番製番システムシステムシステムシステム    
繰返生産に強い「f-MRP」の機能と個別受注生産に向いた「製番管理」のどちらにも対応でき、

混在した管理が可能。製品と中間品は受注が決まってから手配、共通性の高い部品材料は f-MRP

管理のように製品、中間ユニット、部品材料の単位で管理方法を指定できる。  

繰返生産繰返生産繰返生産繰返生産システムシステムシステムシステム    
繰返性が強い生産や共通部品が多い生産に

適しており、受注やフォーキャストの変化

に対応しつつ、製品生産、中間工程、部品、

材料調達の影響を少なくできる。  

製番管理製番管理製番管理製番管理システムシステムシステムシステム    
少量多品種、計画の変更が少ない生産に適し

ており、製品から中間工程、初工程、原材料

まで製番で紐づいた計画によって、各指示と

受注との関係が把握しやすい。 

f-ＭＲＰ製番 

システム機能 
オプション機能 

一品生産管理オプション 

見積 

作成 

プロジェクト 

計画 

部門別 

損益 

受払 

明細 

買掛 

生産

実績 

外注 

実績 

内部統制オプション 受入

実績 

検収

実績 

製造履歴管理オプション 

ロット別在庫 

ロット別原価 

履歴 

原簿 

アイテム 

製品構成 

単価 

作業時間 

受注販売管理オプション 

出荷実績 売掛 

受注 

内示 

確定 

登録 

請求 

入金 

出荷指示 
得意先 

売価 

他
社
シ
ス
テ
ム 

他
社
シ
ス
テ
ム 

トランザ

クション

インター

フェース

オプショ

ン 

トランザク

ションイン

ターフェー

スオプショ

ン 

構成情報変換 

オプション 

構成 

情報 

変換 

オプ 

ション 

発注

承認 

全変更

履歴 

ユーザー 

管理 

権限

管理 

複数

通貨 

製品別

原価 

棚卸 

稼働カレンダ 

 

在庫 

過去

在庫

一覧 

在庫

移動 

実績

原価 

見積

依頼 

ランニングランニングランニングランニング

チェンジチェンジチェンジチェンジ    

分割

発注 

払出 

オプション 

出払 

実績 

出払 

指示 

着手 

信号機

オプ 

ション 

工程管理 

オプション 

工程 

指示 

工程 

実績 

引落 

実績 

製番別

原価 

生産

指示 

外注

手配 

材料

手配 

引落 

明細 

生産計画作成  

製番管理システム  繰返生産システム  

所要量計算所要量計算所要量計算所要量計算  製番展開製番展開製番展開製番展開  

部門別 

ガントチャートオプション 

複数ロケーション 

オプション 

自動平準化 

オプション 

セット生産 

オプション 

プル生産 

オプション 

システム機能概略図システム機能概略図システム機能概略図システム機能概略図 

配送管理 

オプション 
配送計画 

積載明細 

製番別 

ガントチャート 

ＳＣＭ 

オプション 

納期回答
オプション 
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TPiCS の f-MRP 製番システムは、ある程度の繰り返し性があることを前提に、従来の MRP にバッフ

ァの概念を加えた f-MRP により、直近の計画変更に追従しつつ安定した生産を実現します。 

また、受注や、製品の生産計画に紐づいた製番管理、製品、部品、材料、中間工程ごとにｆ-MRP 管

理、製番管理を設定でき、製品は中間工程までは製番管理にし、部品、材料は変化に強い f-MRP に

よる手配のような混在した運用ができます。 

 

・TPiCS 独自の f-ＭＲＰ機能により、「速く、安く、レスポン

ス良く しかし、安定した生産」を､実現します。 

・製品の販売計画や生産計画を起点に製品構成表、製

造リード日数、ロットサイズ等に従って、中間ユニット、

末端の原材料までの生産、手配の計画を自動作成しま

す。 

 受注販売管理オプションを使用時には、受注、内示情

報に従って生産計画を立てる運用や、短納期対応や

即納対応のような受注、内示情報がない中で、出荷を

起点に生産が間に合うタイミングの生産計画を自動で

立て、そこから、中間工程、材料、部品手配をする運用

も可能です。 

・所要量計算時、現在の在庫から、発注済み分、仕入先

納入遅れ分、作業遅れ分を加味して生産計画を立てま

す。複数の保管場所を登録することができ、複数の保

管場所を合算して計算や、計算の対象外の保管場所

に設定することも可能です。 

・稼働カレンダーを登録することができ、外注加工先のカ

レンダーに合わせて、初工程の生産計画を立てたり、

受注販売管理オプションを使用時には、得意先の稼働

カレンダーに合わせて出荷、生産計画を立てることがで

きます。 

 

 

 

 

ジャーナル機能ジャーナル機能ジャーナル機能ジャーナル機能((((警告情報警告情報警告情報警告情報))))    

所要量計算では、新たな受注や、納期変更、受注数量の

変更、キャンセル、中間工程の仕損じなど様々な状況変

化から、「発注リードタイムを割る」など、人が注意を払うべ

き計画変更をジャーナルに表示します。 

ジャーナルから生産計画表を連動して表示することができ、

生産計画の調整や、仕入先の情報の確認、構成やマスタ

ーの状態を確認することができます。 

ランニングチェンジ機能ランニングチェンジ機能ランニングチェンジ機能ランニングチェンジ機能    

新旧の部品コードを切換えマスターに登録しておくだけで、

現在ある在庫と手配済み分の消化時期を計算し、自動的

に新部品に発注を切り換えます。 

製品の生産計画が変わったり、在庫数が変化しても自動

対応します。親の実績入力時に、使用した子部品のマイ

ナス（引落し）も自動的に切換わります。年月日を直接指定

することも出来ます。（構成表） 

・部門別ガントチャートオプション 

所要量計算の結果、作成された生産計画から、製造する

部門の作業負荷を確認し、部門別ガントチャート上で調整

することができます。 

・自動平準化オプション 

製造担当の生産能力、標準作業時間、数量、割付けの優

先順位より、自動割り付けを行うことが可能です。 

・複数ロケーションオプション 

製品、ユニットを複数の製造場所で自動的に比率分割し

た生産計画を立てることや、通常は社内で生産するが、上

限を超えた場合に協力会社に一部委託生産、任意に製

造場所を振り分けた生産計画も立てることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

⽣産計画作成機能（f-MRP） 

f-MRP 製番システム 

f-MRP 製番 繰返生産 製番管理 
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・TPiCS の製番管理は、３つの製番管理方法が可能です。 

BBBB 製番製番製番製番 ベーシック製番管理。製番展開によって、製番計画から製品構成に従って、製品、中間ユニット、材料、部品ま

で、製番で繋がった手配計画が作成されます。製番計画ごとに製品構成を変更することができます。 

SSSS 製番製番製番製番 先行手配製番管理。中間ユニットを先行製番によって手配、生産をおこない、確定の製番がこれを引当て、製

品生産を行うことができます。 

FFFF 製番製番製番製番 f-MRP 製番管理。必要量の計算は需要変動に柔軟な f-MRP で行い、作成された計画明細に製番で紐づけて

いく管理方法 

 

製番管理においても TPiCS は非常に高度な製番管理機

能を提供します。 

・ロットまとめをします。 

・ロットまとめした数量すべてを製番に引当てや、必要数

のみ製番に引当てを設定することが出来ます。 

・手配中の発注データに自動引当てすることが出来ます。 

・不良や歩留まりにより、不足したり余ったものを、製番か

ら自動解除したり、自動再引当てすることが出来ます。 

・リビジョン管理を行い、引き当てる在庫を選択する事が出来

ます。 

構成変更機能構成変更機能構成変更機能構成変更機能        

・製番ごとに製品構成を変える２つの方法が、用意されてい

ます。 

① オプションコードを使用する方法 

製品構成表を、オプションコードに使用される部品を登

録し、製番計画にオプションを指定し展開することで構

成を変更することが出来ます。 

②製番展開後に構成を変える方法 

製番展開されたデータの製品構成を、変えることが出

来ます。追加、削除が製番ごとにいつでも簡単に行え

ます。マスターに影響せず、その製番のデータだけ変

更することが出来ます。 

製番別原価集計機能製番別原価集計機能製番別原価集計機能製番別原価集計機能        

・未完の作業は予定原価として計算し、標準原価と対比し

て予実管理をすることが出来ます。 

・f-MRP 計算された部品も製番別原価に含めることが出来ます。 

ガントチャート表示機能ガントチャート表示機能ガントチャート表示機能ガントチャート表示機能        

・製番に紐付けされた子部品、各工程の進行状況を表示で

きます。 

・前工程が終了しているか、あるいは f-MRP 部品の場合は在

庫があるか、その結果 今着手可能か否かが一目で分かりま

す。 

・ドラッグ＆ドロップで計画日を変更することが出来ます。 

・変更したものは変更伝票を発行したり、戦略型納期調整

オプションと連係すると、部品業者や外注さんへ変更内容

を Mail で自動送信することが出来ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

ffff----MRPMRPMRPMRP とととと製番製番製番製番をををを混在混在混在混在したしたしたした管理管理管理管理    

 

ＴＰiＣＳはアイテムごとに f-MRP、製番管理を設定する

ことができ、これによって、受注してから製番展開をして

手配するのでは間に合わない部材は、内示を元に変化

に強い f-MRP で手配を行い、中間ユニットや製品は確

定の製番によって、生産指示を出すことが出来ます。 

⽣産計画作成機能（製番計画） f-MRP 製番 繰返生産 製番管理 

f-MRP 製番システム 

製品 

中間ユニット 

高価部品 材料 部品 

中間ユニット 

材料 材料 

B 製番

B 製番

S 製番 B 製番 

f-MRP f-MRP f-MRP f-MRP
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作業伝票、注文伝票、外注伝票、移動作業伝票、注文伝票、外注伝票、移動作業伝票、注文伝票、外注伝票、移動作業伝票、注文伝票、外注伝票、移動（（（（支給支給支給支給））））伝票伝票伝票伝票    

所要量計算や製番展開、あるいは手入力に基づいた伝

票を発行します。 

最も安い発注先を自動セット最も安い発注先を自動セット最も安い発注先を自動セット最も安い発注先を自動セット    

単価マスターに、発注先、時期、数量、緊急度により異な

る単価を登録しておき、計画明細作成時に、TPiCS がそ

の時期、数量等をみて、条件に合った一番安い業者を検

索し、計画明細にセット、そこを発注先にした伝票を発行

することが出来ます。 

仕入先部品コードにて発注仕入先部品コードにて発注仕入先部品コードにて発注仕入先部品コードにて発注    

仕入先の部品コード（カタログ番号等）で発注することが

出来ます。 

並行発注並行発注並行発注並行発注  

複数の仕入先に比率分割発注や、数量上限を超えた量

を他の仕入先へ発注することが出来ます。 

eeee----mailmailmailmail 送信送信送信送信    

注文書をｅ-mail で送ることが出来ます。 

伝票デザイン変更伝票デザイン変更伝票デザイン変更伝票デザイン変更 

伝票は、Excel にてデザインされており、TPiCS から書

出されたデータを自動で読込み、印刷を行います。通

常使用する多品目一葉一覧や、作業伝票に向いた一

品一葉、使用子部品一覧表付の伝票、支給部品明細

付のデザインも用意されています。用意されているデ

ザインを変更することや、ひな形を利用し新たなデザイ

ンを追加することも出来ます。 

    

使用原材料ロット明記（製造履歴管理オプション）使用原材料ロット明記（製造履歴管理オプション）使用原材料ロット明記（製造履歴管理オプション）使用原材料ロット明記（製造履歴管理オプション） 

作業指示伝票に、使用する原材料のロット番号を明記す

ることが出来ます。 

現品票現品票現品票現品票 

作業伝票、外注伝票等の伝票と同時に、計画数量を入り

数設定に従って分割、現品票を印刷することが出来ます。 

遅延リストの発行遅延リストの発行遅延リストの発行遅延リストの発行    

遅延している発注や作業のリストを出すことも出来ますが、

注文済の部品、材料が、納期に近づいた発注、作業指示

のリストを発行することが出来ます。例えば来週 受入予

定一覧表として 発注先ごとに発行することが出来ます。

これにより、遅延があってからの処理ではなく、納入遅延

そのものを防ぐことが出来ます。 

見積もり依頼見積もり依頼見積もり依頼見積もり依頼    

単価未設定の部品は｢見積依頼書｣を発行することが出

来ます。この機能により下請法対応の注文書を作成する

ことが出来ます。    

 

実績入力実績入力実績入力実績入力    

材料や部品を使用して製造する中間ユニットの実績入力

を行うと、中間ユニットの在庫が増え、材料の在庫は自動

引落しされ減ります。引落は、部品や材料の生産方法に

よって適した方法が異なります。例えば、計画数に対して

完成数が少ない組立実績のとき、計画数に従って部品を

投入したが仕損じにより廃棄した場合には、投入数で引

落が必要ですが、生産遅れによる一部完成の場合であ

れば、一部完成数と同じ量の引落でよいです。また、液

体の製品であれば、実績入力の都度引落量を調整した

いものもあります。これは、部品、中間ユニット、製品など

管理ポイントごとに引落設定することが出来ます。 

作業者、作業班、機械、工程ごとに実績時間を入力し、そ

れごとに集計できます。  

入力データから買掛明細帳が作られます。 

実績作業時間入力実績作業時間入力実績作業時間入力実績作業時間入力    

数量は、次工程のため実績入力にてリアルタイムに行

い、実績作業時間を後から専用フォームで入力すること

が出来ます。複数の作業実績に作業班の合計作業時間

を割り振り、それぞれの実績時間として自動セットすること

も可能です。 

実績原価実績原価実績原価実績原価    

発注データの購入単価を実績に引継いだり、実績入力時

に実績購入単価変更することが出来ます。また、作業実

績入力では、実績作業時間と加工費レートから実績原価

に反映されます。 

移動平均法、最終単価法、 総平均総額法、低価法にて

在庫評価をすることが出来ます。 

伝票の発⾏機能 

実績管理 

各システム共通機能 
f-MRP 製番 繰返生産 製番管理 
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一括入力一括入力一括入力一括入力    

計画通りに生産できるようになると、毎日の入力手間を減

らしたくなります。このような場合、本日完成予定の計画か

ら仮の実績数を自動セットし、一部、計画通りに生産でき

なかった計画明細だけ変更入力し、一括で実績入力する

ことが出来ます。 

ロット名入力（製造履歴管理オプション）ロット名入力（製造履歴管理オプション）ロット名入力（製造履歴管理オプション）ロット名入力（製造履歴管理オプション）    

重要な原材料で、受入れの時 ロット番号を必ず入力しな

ければならない場合、ロット名必須の設定が出来ます。 

生産実績を入力する時、どの原料（ロット番号）を使った

かを入力することが出来ます。そのデータは、何時でも遡

って見ることが出来ます。製造履歴は 必要に応じ、受入

れ時点から、生産完了時点（出荷時点）まで、記録するこ

とが出来ます。 

 

在庫一覧在庫一覧在庫一覧在庫一覧    

複数在庫場所の管理が出来ます。入庫時に入庫場所を

指定したり、出庫時に出庫場所を指定でき、部品がどの

倉庫にいくつあるかを把握できます。 

工程内の在庫や 支給先の在庫管理が出来ます。 

履歴管理オプションを使用すると、入庫ロットごとの仕掛り

在庫を管理できます。 

指定した期間使用されなかった部品を「停滞在庫一覧」

にて表示、印刷することが出来ます。 

棚卸棚卸棚卸棚卸    

期末や月末に棚卸し処理を実施して、｢現在在庫｣を保管

場所に存在する在庫実数に合わせます。 

また、臨時で棚卸しを行ったり、一斉棚卸ではなく部分的

に棚卸しを行う循環棚卸にも対応しています。 

棚卸し差異があった場合、棚卸し差異分の実績データが

履歴として作成されるので棚卸差額がどれ位あったかの

集計も簡単に行えます。 

 

生産計画表の計算に使用する数量の単位と、伝票に表

示する単位、在庫一覧の表示単位、構成表など、製品、

中間ユニット、部材ごとに換算表示することが出来ます。 

例えば、液体原料の発注量を 200 リットル、400 リットルの

ように計算し、発注時にはドラム缶（200 リットル）単位に 1

缶、2 缶に換算した伝票に出来ます。2 缶の入庫実績時

に換算を戻し、400リットルで在庫へ反映することが出来ま

す。 

 

製品別原価集計表製品別原価集計表製品別原価集計表製品別原価集計表    

実績データを基に、各アイテムが今月いくらで生産された

かを集計、表示します。 

部門別原価、損益集計表部門別原価、損益集計表部門別原価、損益集計表部門別原価、損益集計表    

次工程が使った分を売上げと考え、部門ごとの損益を集

計、表示します。 

製番別原価集計表製番別原価集計表製番別原価集計表製番別原価集計表 

未完成の予定原価を含めた実績予想と、標準原価を対

比して見ることが出来ます。 

実績単価再計算機能実績単価再計算機能実績単価再計算機能実績単価再計算機能 

移動平均法で実績単価を計算する場合、月初の値を起

点にし、全ての実績データを日付順に再処理をして実績

単価を再計算することが出来ます。 

支給管理支給管理支給管理支給管理    

有償支給 無償支給の管理が出来ます。 

 

ロール管理ロール管理ロール管理ロール管理    

「計画業務担当者は、すべてのアイテムマスタや、製品構

成表、所要量計算の実行が可能。」「受入実績入力担当

は、資材の受入実績入力のみ可能。」のように業務担当の

オペレーション可能範囲を設定することが出来ます。 

ユーザー管理ユーザー管理ユーザー管理ユーザー管理    

ユーザーに対して、ロール（役割）を設定することが出来ま

す。計画業務と購買業務担当の兼務設定や、複数のユー

ザーをグループでまとめて設定することも出来ます。 

Windows のログインユーザーを使用した管理も可能です。 

在庫管理 

数量換算機能 

原価管理 

ユーザー管理、権限管理 

各システム共通機能 
f-MRP 製番 繰返生産 製番管理 
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ほぼすべてのフォーム、項目で検索、部分一致検索、先

頭一致検索をすることが出来ます。また、検索値をキー入

力しているそばから検索するクイック検索があり、随時、結

果を確認しながら必要なデータを表示していくことが出来

ます。 

 

ユーザー様がデータベースに追加したフィールドを、表示、

入力することが出来ます。項目には、SQL 文を登録するこ

とが出来るため、TPiCS にない他のテーブルから参照表示

や、他社のシステムのデータを表示することも出来、既存

項目と同様に検索や、プルダウンリストの表示や、フォント

色、サイズ変更などが可能です。 

 

買掛元帳（買掛明細）買掛元帳（買掛明細）買掛元帳（買掛明細）買掛元帳（買掛明細）    

実績入力の際、材料費、作業時間、発注先等の入力が出

来、それが買掛元帳に反映されます。 

殆ど全ての一般的なパソコン用会計システムの「仕訳デー

タ読込みフォーマット」に準じて、買掛け明細及び売掛け

明細のデータを書出せます。 

売掛元帳（売掛明細）受注販売オプション売掛元帳（売掛明細）受注販売オプション売掛元帳（売掛明細）受注販売オプション売掛元帳（売掛明細）受注販売オプション    

出荷実績入力により、売上金額が売掛明細に反映されま

す。 

 

休日や稼働時間の違うカレンダーを登録出来ます。 

カレンダー数に制限はありません。 

昼勤夜勤のシフトの管理も出来ます。(最大２４シフト) 

工場や工程、発注先、外注などに使用するカレンダーを

指定出来ます。 

当月は昼勤夜勤ごと、来月は日の単位、その次は週の単

位等、１つのカレンダーの中で粒度の異なる設定が出来、

これに沿った生産計画を作ることが出来ます。 

 

テキスト書出、読込テキスト書出、読込テキスト書出、読込テキスト書出、読込    

マスターや、計画明細、発注済みデータなどトランザクショ

ンデータ、在庫一覧やアイテム別原価集計、部門別原価

集計などの集計データ等、全てのテーブルのデータを

CSV テキストファイルで書出、読込みを行うことが出来ます。 

トランザクションデータテキスト読込トランザクションデータテキスト読込トランザクションデータテキスト読込トランザクションデータテキスト読込    

受注入力、計画明細、作業実績、出荷実績、払出実績、

在庫移動など、フォーム上で操作したときと同様に、テキス

トファイルを読込むと同時に、関連テーブルの更新が行わ

れます。受注データの読込みの場合、受注データ登録と

同時に生産計画表にも反映されます。 

トランザクション自動読込、書出（トランザクションインターフトランザクション自動読込、書出（トランザクションインターフトランザクション自動読込、書出（トランザクションインターフトランザクション自動読込、書出（トランザクションインターフ

ェースオプション）ェースオプション）ェースオプション）ェースオプション）    

テキストファイルベースでは、頻繁なデータ読込みを前提

にした場合、データ不整合などで読込エラー時の対処が

難しくなります。トランザクションインターフェースオプション

では、読込エラーが発生した場合、テーブル上に内容が

書込まれ、ステータス管理が行われるため、連係が行いや

すくなります。また、TPiCS のフォーム上で操作したトラン

ザクションデータを、書出テーブルに自動的に書出すこと

が可能で、これにより他社のシステムと双方向の連係を行

うことが出来ます。 

 

定形処理のコマンドをスクリプトファイルとして用意すること

で、自動的に、トランザクションデータの読込や月次処理

等、手操作と同じ操作を行うことが出来ます。 

例えば、毎日、昼休みに受注データを読込み、所要量計

算、計画明細作成、伝票作成を自動で行うなどが出来ま

す。  

データの検索､絞り込み､ソート機能 

項目の追加、⼊⼒デザイン変更機能 

買掛⾦、売掛⾦元帳 

稼働カレンダー 

他のシステムとの連係インターフェイス 

⾃動実⾏機能 

各システム共通機能 
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受注、内示データから生産計画へ受注、内示データから生産計画へ受注、内示データから生産計画へ受注、内示データから生産計画へ    

・受注データから TPiCS の出荷計画を作り、そのまま所要量計算することも出来ます。 

・f-ＭＲＰ機能と連係することにより、内示計画をベースに部品や材料の手配を行うことができます。内示の計画が変化して

も f-ＭＲＰの機能をベースにしている為、次の所要量計算にそのまま 繋ぐことが出来ます。 

・製番管理の製品の受注では、入力と同時に製番計画の作成や、先行している製番計画に受注を引き当て、引き当てら

れる製番計画数が足りないときには、新たに足りない数量の製番計画を自動で作成することが出来ます。 

・インターネット 等から来る注文データや、納入指示データを取り込むことが出来ます。 

・読み込むファイルはＣＳＶ形式ファイルです｡ 

・EDI や ERP などのシステムからトランザクションインターフェースオプション経由で受注を取り込むことが出来ます。 

・デイリー納入指示に完全に対応いたします。 

・確定受注データを読み込みながら内示データを消し込むことが出来ます。 

・バックオーダーとして生産計画に反映させないでおくことも出来ます。 

・フルチョイスオプション生産の受注形態に対応することが出来ます｡ 

・受注データは、製品構成のどのレベルでも入力できます。これにより中間製品や部品段階でのＯＥＭ出荷やリペアーパ

ーツとしての管理が出来ます。それらの必要数を加味して、所要量計算をすることが出来ます。 

内示データ内示データ内示データ内示データ    

・自動車産業のように 日々確定納入指示データが送られるような場合、同アイテム 同納入場所毎に、内示納期の順で内

示データを消し込みながらデータを読み込むことが出来ます。 

・確定、内示の処理が出来ます。 

・内示データを定期的に抹消、新データを再読込することが出来ます。 

出荷指示出荷指示出荷指示出荷指示    

・受注データの出荷計画日を基に、本日から設定の日数先までの出荷指示伝票を発行することが出来ます。 

・出荷指示伝票を発行する時点で在庫がある製品のみに絞込んで、出荷伝票を発行することが出来ます。 

出荷実績出荷実績出荷実績出荷実績    

・出荷実績入力時に製品の現在在庫が 0 を下回るときには、警告が表示されます。 

・出荷計画に対して、出荷実績と、客先到着後、検収完了の実績をステータスに分けて入力でき、在庫一覧は製品在庫が

引落され、客先未検収の数量として確認することが出来ます。出荷時点で、売掛明細に反映や、客先検収をもって売掛

明細に反映させることも出来ます。 

・履歴管理オプションと組み合わせた場合、使用した原材料のロ

ット番号と中間工程、出荷実績まで紐づけが出来、出荷実績か

ら使用ロットの検索、ロット番号から出荷先の検索が可能です。 

伝票帳票伝票帳票伝票帳票伝票帳票    

・出荷伝票､納品書､請求書､売掛帳を発行できます。 

・受注リストや、指定日の出荷予定表、出荷遅延リストを出力でき

ます。 

売価登録売価登録売価登録売価登録    

・注文数量や注文時期によって売価が変る運用も出来ます。 

入金管理入金管理入金管理入金管理    

・売上明細を個別に消し込む入金管理を行えます。 

・海外の顧客情報をその国の言語で登録・表示する事が可能で

す。 

・売掛明細を会計システム用に書き出す事が出来ます。 

  

受注販売管理オプション f-MRP 製番 繰返生産 製番管理 

オプション 



 

9 f-MRP は 株式会社ティーピクス研究所の 登録商標です。 

取得特許番号 3055993､3923509､4203465､4268151､4679091､4691382､4884685号 知的所有権登録番号 026300､026301､026302号 

 

所要量計算や製番によって立てられた生産計画を基に、

部門ごとに明細集計されたガントチャート表示ができます。 

ガントチャートでは、部門の生産能力をオーバーしている

日程は赤く表示され負荷が高い計画を把握でき、ドラッグ

＆ドロップで計画を他の部門に移動や、計画を前後に調

整、計画を分割、数量を調整することが出来ます。また、

製品と親子間関係のある中間工程、材料を連動してドラ

ッグ調整することが出来ます。 

直近の計画では、詳細の生産場所もセットされた計画明

細から集計が出来、生産場所に機械を登録すると、機械

へ作業の割付けや、日程を調整することが出来ます。 

 

複数ロケーションオプションでは、1 つのアイテムを複数

の製造場所それぞれの製造リード、発注リード、ロットサイ

ズなどのパラメータに従って、生産計画を立てることが出

来ます。 

これによって、通常は社内で生産するが、製造部門の負

荷によって外注に委託する生産計画を立てたり、２ヶ所の

製造部門に、比率で生産量を振り分けた生産計画たてる。

複数の外注先へ別々の支給計画を立てるなど、より複雑

な実態に合った計画を作ることが出来ます。また、部門別

ガントチャートと組合わせてドラッグ&ドロップで変更し、短

納期受注によって表示されたジャーナルからネック工程

を調整、シミュレーションすることが出来ます。 

 

所要量計算、製番展開によって立てられた生産計画から

作成された計画明細を基に、詳細工程に展開し、指示や

実績管理が出来ます。 

マスターに従って計画明細作成時に展開された詳細工 

程も、工順コードを変更することで、随時、展開しなおす

ことが出来ます。例えば、あらかじめ、古い機械を使用し 

たときの工順を登録し、負荷が高いときに、工程元の工順

コード変更し、通常の作業順に段取りを追加した工程伝

票を出すことが出来ます。 

工程は、現場へ作業内容を指示するのみの用途にする

運用と、実績の作業時間や進捗管理のため実績入力が

必要な運用、両方可能です。部門別ガントチャートを併

用することで、負荷を確認、調整することも出来ます。 

  

部門別ガントチャートオプション 

複数ロケーションオプション 

⼯程管理オプション 

オプション 
f-MRP 製番 繰返生産 製番管理 

製品 A 

組立 A1 

材料 X 材料 Y 

社内生産 

製品 A 

組立 A1 

材料 X 材料 Y 

外注委託生産 

支給 外注先にて自己調達 

製品 A 

加工 A1 

材料 X 

新機の新機の新機の新機の    
工順コード工順コード工順コード工順コード 

仕上げ 

切断 

旧機旧機旧機旧機のののの    
工順コード工順コード工順コード工順コード 

仕上げ 

荒削り 

切断 

f-MRP 製番 繰返生産 製番管理 

f-MRP 製番 繰返生産 製番管理 
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倉庫から現場への払出指示（ピッキング）が出来ます。 

アイテム毎＋払出し元毎＋払出し先毎に集計します。(製番管

理するアイテムは、さらに製番毎に集計します) 

手配するときのロットサイズと払出し時のロットサイズを、別に登

録することが出来ます。 

払出しリストには、現在在庫が払出先の必要数を満たさない場

合、不足していることが分かるように印刷されます。 

在庫不足で払出し出来なかった部品が納入されると、次の払

出しリストに自動的に掲載されるので、面倒な別管理をする必

要がありません。 

 

所要量計算では、社内工程も製造リード日数を加味して製品計画を立てますが、所要量計算で材料部品の必要量を手

配し、社内工程の指示は、製品を生産する現場班長さんのタイミングで、前工程に作業指示を出すことが出来ます。 

後工程が前工程の在庫から必要数を持って来る。前工程は使用され不足した分を作る。いわゆる「かんばん」の様な動き

を実現することが出来ます。 

前工程に対する指示は計画明細手入力フォーム、または着手信号機オプションから行います。 

 

 

個別生産の場合は、お客様の注文毎に異なる製品を作っていくため、繰返生産のように事前にマスター類を整備し、画一

的な処理を行っていく様な業務ではありません。そのため事前にマスター類を整備しておかなければならない生産管理の

システムは、非常に使いにくいものでした。TPiCS ではそれらの問題を解決するために、さまざまな運用方法に対応出来る

よう機能を考え強化しました。個別生産といえどもすべての製品を個別設計するのではなく、共通品や補修部品は繰返生

産機能で手配をし、一品生産の構成に組み入れる場合や、製品によって繰返生産機能を使用や、製番管理を使用した混

在したきめ細かい管理にも対応できます。 
 

受注の都度スペックが変わり“一回限りの生産”のため、マスターを登録しないでシステムを運用するケースを想定した機能

です。 
  

・非常に高い操作性により、その都度作業内容や使用部品を登録しながら手配することが出来ます。 

・過去の類似製番をコピーし、それを修正して使用することが出来ます。 

・さみだれ式に出図され、その中で必要なもの、可能なものから手配することが出来ます。 

・ある程度のパターン化が出来れば、それをベースに修正を加えて使用することが出来ます。 

・「構成情報変換オプション」と連係することで、設計変更による“追”、“改”、“廃”がシームレスに処理でき、素早く手配に

反映できます。 

・繰り返し性がある汎用ユニット、汎用部品を使用することが出来ます。 

・お客様に対して「見積書」を発行することが出来ます。 

・発注先に対して「見積依頼伝票」を発行し、下請法に準じた取引が出来ます(相見積りも可能です)。 

・設計変更などにより不要になった部品の管理が出来、他のプロジェクトに流用させることも可能です。 

・一品生産オプションは「製番管理システム」をご購入頂くことが必要です。 

  

払出オプション 

プル⽣産オプション 

一品⽣産オプション 

f-MRP 製番 繰返生産 製番管理 

オプション 
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設計の「製品構成情報」及び「変更情報」を CAD や Microsoft Excel で管理されている部品表などから CSV ファイルで構

成情報として読み、TPiCS の生産情報に反映します。一つのデータで連係処理出来るので、設計変更を漏れなく、また素

早く生産へ反映します。 

  

・支給や外注加工などの設計 BOM にない作業を製造 BOM に登録できます。 

・設計 BOM から製造 BOM へ手を加えた後の設計変更でも、素早く手配にまで反映できます。 

・設計変更の部分をステータスや色で表示し、処理漏れを防ぎます。 

・一品生産オプションと組み合わせて使用すると、設計変更の手配データへの反映を、シームレスに行うことが出来ます。 

 

ＣＡＤデータの利用ＣＡＤデータの利用ＣＡＤデータの利用ＣＡＤデータの利用        

顧客のニーズが多用化し、商品ライフサイクルも短くなり、個別生産でも受注・設計・生産のサイクルを短くすることが、ます

ます重要になりました。 

そこで速いサイクルでもの作りを行うため、設計情報を利用し生産手配することを考えます。しかし設計者が考える製品の

構成情報(E-BOM)と、製造部門の人が考える構成情報(M-BOM)は異なることが多く、人間の判断を加え生産用の構成情

報に作りかえるのが一般的です。すると設計変更があった時、それをシステムにダイレクトに変更し手配に反映することが

出来なくなってしまいます。そのため、設計変更の反映は人間が E-BOM と M-BOM を１つ１つ見比べながら行ってきまし

た。 

しかし、TPiCS の「構成情報変換オプション」を使うことで、たとえ２つの構成情報に差があっても、設計変更があると何回か

ボタンをクリックするだけで、既に手配（発注）したデータから不要になったもの、あるいは追加手配が必要なものを見つけ

出し、キャンセル伝票を作成したり、追加手配の伝票を作ることが可能になります。この機能により個別生産の生産管理業

務は非常に楽になるはずです。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループ指定した複数の部品、或いは複数の製品の計画を、常に同時に立つよう調整します。 

  

・例えば、左右で異なる部品を一つの型で加工する場合、受注した数量と関係なく常に、同時同数を生産せざるを得ませ

ん。このような場合、所要量計算で、同時同数の計画を作ることが出来ます。 

・副産物が生成される場合など、指定した比率で複数の製品の計画を同時に作らせることが出来ます。 

・生産計画表のドラッグ&ドロップで日程を変更する時、セット生産グループ指定したアイテムは常に一緒に日程を変えるこ

とが出来、その結果を同時に部門別ガントチャートに反映することが出来ます。 

  

構成情報変換オプション 

設計変更 

EBOMEBOMEBOMEBOM    MBOMMBOMMBOMMBOM    

マスター 

一品生産計画へ 

反映 

手配変更 

オプション 

f-MRP 製番 繰返生産 製番管理 

f-MRP 製番 繰返生産 製番管理 セット⽣産オプション 
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月末出荷の受注を前倒しして生産や、ネック工程の能力に対して負荷を加味した生産計画を立てることが出来ます。 

1 週間の合計数に対して、日別の生産を均等に割り付ける「パー割り生産」の平準化処理が出来ます。 

・所要量計算の中で 構成の階層レベル毎に、親の階層の計算結果を基に作業量と負荷率を集計し、負荷率が設定した

値を超えるものがある場合、該当する計画を前後に移動します。 

移動は、未確定の計画だけを対象にします。 

その下の子部品は、平準化後の計画をベースにして所要量計算が続けられます。 

・“前づめ”“後ろづめ”の処理が出来ます。 

・製造ラインごとに、平準化の要否、および基準負荷率を設定できます。 

・対象となるアイテムは、アイテムマスターの「平準化優先順位」で設定します。 

・パー割生産の処理も親子レベル毎に、計算します。 

在庫引き当てや、リード日数のさかのぼり計算の後、週毎、アイテム毎に均等生産する計画を作ります。少量生産のアイテ

ムは出来るだけ週の初めに計画が立つよう計算します。 

 

ISO9000､PL 法、薬事法等で必要な原材料のロット管理、履歴管理等のトレース機能のオプションです。 

原材料の受入れ時にメーカーのロット番号を入力し、社内の工程が進む毎に使用原材料あるいは、使用仕掛かり在庫を登

録することが出来ます。 

また、使用期限の管理をすることも出来ます。 

・原材料の受入れ処理時、必要（設定）に応じ 原材料のロット番号を入力します。（必須指定可） 

・社内加工の実績を入力する時、社内ロット番号の登録と、使用した原材料のロット番号の結びつけが出来ます。 

 使用原材料の中に履歴管理が必要なものがあると、まず、TPiCS が自動的に「先入れ先出し」で引き当てます。その後自

動的に引当てた内容を確認する窓が開き、必要に応じ訂正し登録することが出来ます。 

・一つの製品あるいは工程は、複数のロットの原材料を使用することが出来、一つの原材料は複数の製品あるいは工程に

使用される処理が出来ます。すなわち多対多の関係を処理出来ます。 

・原材料入荷後、一部の払出しや、倉庫へ戻すなど、工場内の移動も全て管理できます。 

・使用した原材料の購入価格や、作業したときの作業者や作業時間が分かるので、「ロット別原価」フォームで、各生産ロッ

トのそれぞれの正味原価が分かります。 

・「使用期限管理」が必要な原材料、仕掛かりは、使用期限が近づいた物の一覧表を印刷し、一括廃棄処理することが出

来ます。 

・製品の完成後や、中間品、使用原料の入庫後の使用期限を加味した所要量計算することが出来ます。 

・作業伝票で「使用する原材料」を指示することが出来ます。指示された原材料は仮引当てされ、親の完成実績入力で、自

動的に引落しされます。途中修正することも出来ます。 

 

生産管理業務内で違法行為や不正使用を防ぎ、業務ルールを守り、リスクマネジメントが出来るようにする為の機能です。 

・全てのテーブルの修正履歴を専用のテーブルに書出すことが出来ます。 

・注文書の発行で「発注承認権限者」が承認したデータだけを対象にすることが出来ます。 

「発注承認権限者」は、特別な設定により識別されます。 

承認されたデータには「承認者」「承認日時」と「承認キー（暗号）」が書込まれ、承認後に発注内容を修正すると承認が無

効になります。 

  

製造履歴管理オプション 

内部統制オプション 

f-MRP 製番 繰返生産 製番管理 

f-MRP 製番 繰返生産 製番管理 

f-MRP 製番 繰返生産 製番管理 ⾃動平準化オプション 

オプション 
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製品出荷から納品先への配送計画を自動作成し、積載伝票を発行することが出来ます。 

配送計画は出荷計画を元に積載可能品を選択すると、梱包後の製品の重量、容積からトラックの積載重量制限、容積制

限、さらにマスター登録した配送エリアごとに積載品を自動で振り分けた配送計画を作成します。 

受注販売管理オプションと組み合わせてご利用ください。 

 

SCM オプションは、仕入先や、生産を依頼する協力会社と強力に連携し、得意先からの内示確定の変動や、飛込み受注

にも迅速に対応した生産を実現するためのオプションです。 

サプライチェーンホストから、取引先へ発注情報、内示情報を送ることが出来、協力会社では、サプライチェーンターミナル

を使って受信します。ただ単に注文情報の送受信だけではなく、協力会社からも指定納期通り可能か、不可能な場合に

は、分納で回答することも出来ます。送受信は、メールの仕組みなので専用のメールアドレスが準備できれば使えます。 

早いサイクルの生産を実現するため、社内の改善が進むと、更に改善するには協力会社の発注リードタイムも短くしてもらう

ことが必要になっていきます。このとき一方通行では難しく、協力会社の生産が本当に間に合わないときに、これを受取るこ

とで、信頼関係の上で成立つギリギリの発注リードタイムにしていきます。TPiCS には基準在庫というバッファの考え方があ

りますので、これでカバーできればそのまま分納でよく、カバーできない場合にはジャーナル表示され、得意先に納期変更

の依頼をするのか判断できます。１つの発注データのやり取りを追いかけるのならば容易ですが、このような協力会社の状

況、社内の状況、同じ部材を使う製品計画の変更など日々刻々と変わる大量のデータの中で問題を解決することが出来ま

す。 

サプライチェーンターミナルは無料でお使いいただくことが出来ますが、TPiCS へアップグレードしていただくとサプライチ

ェーンターミナルから受注、所要量計算までシームレスに繋がり真価を発揮します。 

 

得意先からの納期回答依頼されたときに、在庫と現場進捗を確認し何日か経ってから回答していたのでは、得意先の状況

も変わってしまうかもしれません。納期回答オプションでは、依頼された納期通りに”出来る”、”出来ない”の回答も然ること

ながら、出来ない場合でも、分納で対応可能な日程を回答することが出来ます。 

製品のレベルから順に受注出荷計画や生産計画、生産計画のロット残から必要とする日の計算在庫を割り出し、不足する

場合には、使用子部品や中間ユニットを手繰り、その計算在庫を調べ、最終的には末端の部材の計算在庫まで調べます。

部材の計算在庫が不足する場合には、発注リードタイムを守った計画から、今度は逆に親の計画を調整して行き、中間ユ

ニットの日程、製品の生産日程を割り出し、得意先への対応可能な納期を計算します。 

数量だけ指定して、いつの納期で対応できるか回答することが出来ます。 

計算後、回答依頼データや回答明細データから直接、受注データや計画明細データを作成することが出来、次回の納期

回答計算に反映することが出来ます。 

 

現場の工程管理を行うためのシステムで、次のように考えている方に お使い頂きたいシステムです。 

「現場に指示をする時に 負荷の管理が出来ないと現場から文句を言われるので、負荷山積みの裏付のある計画を出した
い。」 

「現場が 勝手にやってしまうため、コントロールが利かない。コンピュータを使って何とか管理出来るようにしたい。」 

「生産する順序により 段取りの手間が違う。その手間が出来るだけ少ない計画を作りたい。」 

配送積載管理オプション 

ＳＣＭオプション 

納期回答オプション 

着手信号機オプション 

オプション 
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「各工程には 複数台の機械があって、それらの能力が少

しずつ違い、作ろうとする製品によって、出来るものと出来

ないものがある。その中で 出来るだけ効率の良い計画を

作りたい。」 

「得意先から納期の問い合せがあると その都度 現場に

行かないと答えられない。コンピュータの画面でそれが分

かるようにしたい。」「部品手配は、ＭＲＰのシステムで行っ

ているが、ゴチャゴチャが改善できなくて 需要変動に対

応できない。変化の激しい時代に当社も対応するべく、部

品の裏付がある 工程間スケジュールを 素早く作れるシ

ステムが欲しい。」 
 

・現場の作業長さん 班長さん あるいは 出荷場の担当者の

画面の中に、今日、明日の仕事が一覧表示されます。(２～

３日分の仕事に限定するのが大事な所です) 

・事務所が計画を変更すると 瞬時に全員の画面に反映さ

れ、その中で必要部品が揃っていないものや 前工程が終

了していないものと、いつでも着手できるものが一目でわか

るよう表示されます。 

画面は優先順位でソートして表示出来るので、急ぐものか

ら取りかかることが出来ます。 

着手不可のデータで 『前工程』ボタンを押すと、どの工程、

何の子部品が不足しているか、及び その計画がどうなって

いるかが 窓の中に表示されます。 

・所要量計算した結果とは別に、毎日の生産レベル(ノルマ)

を明示することが出来ます。これにより、生産計画の平準化

の要求レベルを押さえることが出来ます。 

・その画面から次にする仕事を決め、『着手』ボタンを押しま

す。完了したら、『登録』ボタンを押すと、実績登録が出来ま

す。 

・『着手』ボタンを押すと次工程から、前工程は何時に着手し

たかまでわかります。 

・実績登録をすると、計画指示の画面から消えます。 

逆に 実績登録をしないと、画面から消えません。 

・やらなければならない仕事を表示するとき作業内容や作業

方法により色分け出来るので、似た色の仕事を選ぶなどし

て、段取りなどを考慮した効率的な仕事の順番を考えること

が出来ます。 

・着手信号機の画面で実績登録をすると、同時に事務所の

TPiCS の在庫数量等に反映されます。 

・前工程で入力した実績は、すぐ 次工程の着手信号機画面

に反映され,画面の赤色表示がなくなります。 

・夕方、誰の手も煩わすことなく、事務所のパソコンで 本日

の日報や、残リストが出せます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
計画 100 個に対して 

前日納期で納入遅れ 

実績 0 個 

 

部品 X（製品 A 用） 

 

在庫 0 個 
 

部品 X 
着手不可 

 

100 個  製品 A 本日生産指示 

   

在庫 120 個 
 

部品 Y 

 

 

着手可 

 

100 個  製品 B 本日生産指示 

 
計画 100 個に対して 

前日受入れ済み 

実績 100 個 

 

部品 Z（製品 C 用） 
在庫 98 個 

前日の不良により 

2 個減 

 

部品 Z 

 

 

98 まで可 

 

100 個  製品 C 本日生産指示 

着手信号機オプションは、この様な表面に現れるニーズにそのまま応えるのではなく、その背
後にある問題を解決する、あるいは その問題に至るまでのゴチャゴチャを取り除き、“土壌改
良”的に、真の“管理”を行うことを目的とし、実績収集のために、現場が実績を入れるのではな
く、現場が正しい判断をできるようにする為のシステムです。 

受入 作業長 
作業伝票 

A 100 個 
作業伝票 

B 100 個 
作業伝票 

C 100 個 

計画課 出荷 
前日に配布 

本日作業の伝票 

着手不可 

一部着手可 

着手可 

優先順位の指示 遅れ進み確認 作業性質の確認 
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(税別) 

f-ＭＲＰ製番システム･･････････････ 1,300,000 円 

繰返生産システム･･････････････････  800,000 円 

製番管理システム･･････････････････  800,000 円 
 
 

複数ロケーションオプション････････  200,000 円 

プル生産オプション････････････････  100,000 円 

自動平準化オプション･･････････････  200,000 円 

セット生産オプション･･････････････  100,000 円 

部門別ガントチャートオプション････  300,000 円 

受注販売管理オプション････････････  500,000 円 

一品生産オプション････････････････  200,000 円 

構成情報変換オプション････････････  200,000 円 

工程管理オプション････････････････  100,000 円 

払出オプション････････････････････  100,000 円 

着手信号機オプション･･････････････  300,000 円 

内部統制オプション････････････････  300,000 円 

製造履歴管理オプション････････････  300,000 円 

配送積載管理オプション････････････  300,000 円 

サービスパーツ管理オプション･･････  300,000 円 

ＳＣＭオプション･･････････････････  500,000 円 

トランザクションインターフェースオプション  300,000 円 

納期回答オプション････････････････   300,000 円 

 

稼動ライセンス････････････････････  100,000 円 
 

所要量計算追加ライセンス･･････････  500,000 円 

製番、一品生産展開追加ライセンス･･  300,000 円 

複数事業所ライセンス･･････････････  300,000 円 
 

英語ライセンス････････････････････  200,000 円 

簡体字ライセンス･･････････････････  200,000 円 

繁体字ライセンス･･････････････････  200,000 円 

ベトナム語ライセンス･･････････････  200,000 円 
 

＊＊＊＊購入時購入時購入時購入時よりよりよりより、、、、保守保守保守保守サービスのサービスのサービスのサービスの登録登録登録登録がががが必要必要必要必要ですですですです。。。。    

 

 

 

稼働ライセンス 

TPiCS に使用ユーザーを登録した内、購入いただいたラ

イセンス数まで同時稼働が可能です。 

複数事業所ライセンス 

 複数の工場、事業所を別々のデータベースでマスタや計

画データ、実績データの管理を行い、ユーザー管理や権

限の管理は 1 ヶ所でまとめ管理を行う場合に、追加事業所

毎に複数事業所ライセンスが必要になります。複数の事業

所で同時に所要量計算、製番展開が必要な場合、所要量

計算、製番一品生産展開のライセンスが必要となります。 

所要量計算追加ライセンス 

複数事業所ライセンスを使用、事業所ごとに同時に所要

量計算を行う場合に必要です。 

製番、一品生産展開追加ライセンス 

f-MRP 製番システム、製番管理システムには、同時に 2

クライアントで製番展開が可能なライセンスがついていま

す。2 クライアント以上から製番展開が必要な場合に製

番、一品生産展開追加ライセンスが必要です。 

 
 
 

 
 

  

価格 

各システム選択可能オプション 

ライセンス 

オプション＼システム
ｆ-MRP

製番
繰返生産 製番管理

複数ロケーションオプション ○ ○

プル生産オプション ○ ○

自動平準化オプション ○ ○

セット生産オプション ○ ○

部門別ガントチャート

オプション
○ ○ ○

受注販売管理オプション ○ ○ ○

一品生産オプション ○ ○

構成情報変換オプション ○ ○ ○

工程管理オプション ○ ○ ○

払出オプション ○ ○ ○

着手信号機オプション ○ ○ ○

内部統制オプション ○ ○ ○

製造履歴管理オプション ○ ○ ○

配送積載管理オプション ○ ○ ○

サービスパーツ

管理オプション
○ ○ ○

ＳＣＭオプション ○ ○ ○

トランザクション

インターフェースオプション
○ ○ ○

納期回答オプション ○ ○ ○

価格  
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購入前に、TPiCS のすべて機能を把握し、どのような管理

が適しているか決めるのは難しい作業です。そのため、運

用方法を決めていく際になって、必要であった機能がわか

り、それが TPiCS のオプションで対応できることが分かって

いても、会社に追加申請がしにくいために、手間のかかる

方法で運用していることがあります。 

スタートパックでご購入いただくと、１年間は全てのオプショ

ンを使用することができ、クライアントライセンス数の上限も

ありません。1 年間にじっくりお試しいただき、1 年後に使用

するオプションやライセンス数を決めていただくことができ

ます。1 年後に使用オプション、ライセンス数がスタートパッ

ク購入金額を下回った場合には、翌年の保守サービスに

割り当てることができます。 

購入時から決定購入金額の 15%のサポートパックが必要で

す。 

 

 

 

４．０のシステム価格（稼働ライセンスの 1/5）合計の 30%が

バージョンアップ価格です。 

バージョンアップバージョンアップバージョンアップバージョンアップ作業作業作業作業    

３．２からバージョンアップ機能がシステムに用意されて

います。バージョンアップ実行時に障害となる不整合デー

タの解決方法のご提示や、３．２以前のバージョンから変

換を支援します。費用や詳細はホームページをご覧くださ

い。 

 

 

（税別） 

電話電話電話電話､､､､EEEE----MailMailMailMail 等等等等によるサポートによるサポートによるサポートによるサポート  ：10,000 円／1 件 

  TPiCSの機能や使い方に関する内容や、TPiCSを使

った運用に関するご質問に対応いたします。 

リモートサポートリモートサポートリモートサポートリモートサポート  ：30,000 円／1 件 

  サポートセンターからユーザー様のコンピュータ画

面をリモートアクセスし、状況の確認や直接操作し

てサポート行います。ユーザー様のインターネット

への接続環境、リモートソフトの実行可能な権限な

どが必要になるため、ご利用できない場合がござい

ます。 

データをおデータをおデータをおデータをお預預預預かりしたかりしたかりしたかりした分析分析分析分析、、、、検証検証検証検証  ：50,000 円／1 件 

  ユーザー様が運用しているデータのバックアップを

お預かりして検証を行います。 

 

TEL     03-5395-4228 
E-Mail   support@tpics.co.jp 
 

 

お客様のニーズに合わせ、3 つのコースからお選びいただけ

ます。保守サービス価格は、購入頂いたシステム定価（稼動

ライセンスは定価の 1/5）によって保守料率が計算されます。 

 

①年間スタンダード保守サービス 

電話､メールによるお問い合わせが無料 

インターネットを利用したリモートサポート無料 

ユーザーのデータをお預かりした分析、検証無料 

弊社の研修会費、出張サポート 40%引き 

バージョンアップ費用無料 

リモートライセンス認証の使用 

機能検証用ハードキーの貸出（３ヶ月間） 

テスト環境用のハードキー分離（所要量計算や製番展開

が行える、１クライアントのみの環境用） 

保守料金：システム定価の 15%／年 

②年間プログラム保守 

TPiCS の SI 様経由でのみご利用が可能です。 

ユーザー様から直接弊社へのお問い合わせは都度有料 

バージョンアップ費用 30%引き 

リモートライセンス認証の使用 

保守料金：基準価格の 10%／年 

③年間あんしん保守（上記スタンダード保守に対し） 

年間４回弊社スタッフが訪問（交通費等は別途） 

研修会、出張サポートの割引率アップ(50%引き) 

保守料金：基準価格の 30%／年 

保守サービス 

スタートパック 

バージョンアップ 

サポート 

 

スタート 

パック 

例 300 万

円（税別） 

稼働ライセンス 10 万円 

×5 台 
着手信号機   30 万円 

受注販売管理 50 万円 

f-MRP 製番  130 万円 

購入時 

差額残は 
翌年の保守へ

充当可 
サポートパック 33 万円 

1 年後、使用システム決定 

差額 7 万円 

サポート、保守サービス 
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研修会の開催 （保守サービスがない場合の料金です） 

弊社（東京、巣鴨）では、毎月に有料の研修会を行っています。ま

たアドバンスド SI 様や一般 SI 様でも有料あるいは無料の研修会や

紹介セミナーを随時開催しています。是非ご参加下さい。 

（開催予定日は､TPiCS ホームページをご覧ください） 

  

巣鴨会場の研修会カリキュラム  （税別） 

業務業務業務業務コースコースコースコース（（（（３３３３日間日間日間日間）））） 50,000 円 

準備体操 

操作方法、TPiCS の概要、伝票発行、実績入力 

各機能の詳細説明 

所要量計算、処理の流れとテーブル 

マスターの作り方、考え方 

複数ロケーション、原価管理、月次更新（月締め処理） 

実運用の準備 

初期導入時の運用 

オプション機能 

受注販売管理、製番管理、一品生産管理、自動平準化、セッ

ト生産、着手信号機、製造履歴管理、構成情報変換、トランザ

クションインターフェース、工程管理、払出管理、内部統制、

配送積載管理、部門別ガントチャート 

個別生産個別生産個別生産個別生産コースコースコースコース（（（（１１１１日日日日）））） 20,000 円 

製番管理 

B 製番、S 製番、F 製番の概要と組合せ、製番ごとに仕様変

える、製番原価明細、製番の棚卸し 

一品生産管理 

プロジェクト計画と計画明細、定形パターンからの登録 

構成情報変換とリンクした一品生産、ガントチャートの操作と

設定 

システムコースシステムコースシステムコースシステムコース（（（（１１１１日日日日）））） 20,000 円 

操作方法詳細、システム運用、カスタム設定 

 

保守保守保守保守サービスをごサービスをごサービスをごサービスをご利用利用利用利用いただくといただくといただくといただくと割引割引割引割引がががが適用適用適用適用されますされますされますされます。。。。    

 

ＯＳＯＳＯＳＯＳ    

Windows 10、8.1、Windows 8 64/32bit、Windows 7 64/32bit、

Vista 64/32bit、XP 64/32bit 

Windows Server 2016,Windows Server 2012 R2,Windows Server 

2012 , Windows Server 2008 R2 , Windows Server 2008 , 

Windows Server 2003 

Microsoft.Net 4.0 でサポートされた環境にて動作します。

対応データベース対応データベース対応データベース対応データベース    

Microsoft SQL Server 2017 2016、2014、2012 64/32bit、

2008/R2  64/32bit、2008 64/32bit 

Oracle 12cR2、12c、11gR2 

※評価用のデータベース SQL Server 2014 ExpressEdition が

付属しますが、本運用には別途データベースの購入が必要で

す。 

①クライアントサーバー環境 

 
クライアント（所要量計算する PC） 

ＯＳ：Windows 10、8.1、Windows 8、Windows 7、Vista、XP 

Microsoft.Net 4.0 でサポートされた環境にて動作します。 

ハードウエア：所要量計算用のクライアント、製番展開用のクラ

イアントの CPU や メモリを使うので、出来るだけ強力なものが

望ましい。ハードディスクは、システムをインストールするだけな

ので、小容量で可 

②アプリケーションサーバー環境 

アプリケーションサーバー 

ＯＳ：Windows Server 2016、2012R2、2012、2008R2、2008、

2003 

Microsoft.Net 4.0 でサポートされた環境にて動作します。 

③クラウド環境 

Windows のアプリケーションサーバーを使用したクラウド環境で

使用できます。 

研修会 

動作環境 

データベース 

計画 実績 出荷 

研修会、動作環境 

データベース 

計画 実績 出荷 

アプリケーション 

サーバー 

リモートデスクトップ 

計画 実績 出荷 

 データベース 
アプリケーションサーバー 

リモートデスクトップ 
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SAP Business One との 
           連係テンプレート SBO for TPiCS 
   ロータスビジネスコンサルティング株式会社 

 
SAP 社の SAP Business One は、財務/管理会計だけでなく、
販売/仕入/在庫管理、顧客管理、営業支援など、企業の成
長を支援する豊富な機能を備え、現在注目されるコンプライ
アンス（法令遵守）や内部統制強化のためのシステム基盤とも
なりえる中堅･中小企業向け統合型 ERP パッケージです。そ
の SAP Business One と擬似リアルタイム連係するためのテン
プレートです。 
  お問合せ先 安間(ｱﾝﾏ)さん、東盛(ﾋｶﾞｼﾓﾘ)さん 
  TEL:03-5649-0105 E-mail:lotusbc@lotusbc.co.jp 

 

 
中国の会計システムとのインターフェイス 
  深セン網藍通用科技有限公司（ﾌﾞﾙｰﾈｯﾄ） 

 
TPiCS-X の買掛、売掛データなどを会計システムへデータエク
スチェンジします。また、中国工場の会計システムの勘定元帳を
科目変換して、日本本社の会計システムへデータエクスチェンジ
し、日本本社の会計システムで中国工場の決算書を作成しま
す。（日本本社で使っている会計システムによって、別途見積り致し
ます） 
 お問合せ先 洪聖実(コウ・セイジツ)さん(女性) 
 TEL:86-755-8631-9251    E-mail:info@east-net.cn 

 

 

PCA Dream21 
  ピー・シー・エー株式会社   

 
PCA Dream21 は企業全体としてのマネージメントレベルを効率化
することを目的に、全社共通基盤となるデータベースを統合した統
合型業務パッケージです。財務会計をはじめとする業務モジュール
の組み合わせだけでなく、既存システムと連携することにより、日々
の流動的な営業・財務情報をすばやく、正確にリアルタイムで把握
することが可能です。仕訳連係モジュールを利用することにより、
TPiCS の実績データをもとに Dream21 の仕訳データを自動作成し
たり、得意先、商品等のマスターを自動取り込みすることもできま
す。 
 お問合せ先 ピー・シー・エー株式会社 
 E-mail:dream21@pca.co.jp 

 

 
TPiCS-X 対応、会計システムの仕訳データ読込みフォーマット 
エプソン販売株式会社･･・・･････････････････・・･財務応援 Ai 
ピー・シー・エー株式会社･････････････････・・・・･PCA 会計 
株式会社オービックビズネスコンザルタント･・・･･･勘定奉行 
ソリマチ株式会社･････････・・・･･････・・･････････会計王 
応研株式会社････････････････・・・・・･･･････････大蔵大臣 

 

 

 
 

 

Aptage 
  株式会社日立ソリューションズ   

 
 お問合せ先 産業システム営業部第２ｸﾞﾙｰﾌﾟ Aptage 担当 

TEL: 06-6147-5059 

 

 
 
AltusⅡ 
  株式会社電算   

 
AltusⅡ（アルタスツー）販売管理システムは、開発ツールに
Microsoft Visual Studio.NET を採用し、最新技術をベースとした柔
軟な運用性と優れた操作性を両立させるスマートクライアントを実現
しています。一連の受注/出荷/請求/入金管理、在庫管理、発注/
仕入/買掛/支払といった業務に対して、効率化と管理精度の向上
を支援する豊富な機能を搭載しています。Altus の TPiCS 連携オ
プションを使用することにより、受注/出荷/製品在庫データ、発注/
入荷/買掛明細データおよび各種マスタ（得意先、仕入先、アイテ
ムマスタ）など運用に合わせた柔軟な連携が可能になります。  
 

お問合せ先 ビジネス営業部 松崎 崇（ﾏﾂｻﾞｷ ﾀｶｼ）さん 
TEL:026-224-6666  
E-mail:sales@business.ndensan.co.jp 

 

 
 
 
 

PI-navi 
  トーテックアメニティ株式会社 

 
PI-navi（ピーアイナビ）販売管理システムは、TPiCS との完全連携
を実現した製造業に特化した販売管理システムです。イージーオ
ーダー型テンプレートとしてご提供しており、お客様のご要望に木
目細かくお応えします。TPiCS のマスタと完全連携していますの
で、在庫情報や出荷情報などリアルタイムに生産情報との連携を実
現します。 
【機能概要】 
見積/受注/出荷/請求/入金といった販売管理機能に加え、様々
な角度から販売情報を分析する BI 機能を標準装備。 
見積情報から受注入力への変換機能に加え、様々な取引先からの
異なる EDI 情報を受注情報として取込。 
TPiCS から直接在庫情報や引当情報を反映し、見積作成時や受
注入力時にリアルタイムな有効在庫数を把握。 
TPiCS から構成情報を取込んで見積を作成し、製造原価を確認し
ながら利益シミュレーションが可能。 
 
ワークフローやアクセスログ収集機能を実装し、J-SOX に対応 

 
お問合せ先 産業システム事業部 ソリューション営業部 

名古屋：纐纈（こうけつ）さん 
TEL:052-533-6905 E-mail:sangyo-sg@totec.co.jp 

東  京：神谷（かみや）さん 
TEL:03-5436-6155 E-mail:sangyo-tk@totec.co.jp 

  

ＥＲＰシステム、財務会計システム 販売管理システム 

連携システム 
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ハンディーターミナルによる実績入力システム 
  株式会社アート・システム  

 
自社開発した MJS(ハンディータ－ミナル)と「トランザクション集中処
理オプション」の連携により各種実績(受入・払出・完成・出荷等)を、
それぞれの受入場、ラインサイド、倉庫等のロケーションを気にする
ことなくその場で入力する事によりリアルタイムで TPiCS に反映する
事が可能です。各種カスタマイズも可能です。 
MJS(Mobile Jacket Scanner) の製品詳細は 
http://www.art-sys.co.jp/machine/mb/ から。 
御社に合わせた各種カスタマイズも可能ですので、 
ぜひ一度お問い合わせ下さい。 

お問合せ先 ＳＩビジネス推進グループ 沢口さん 
TEL:022-225-3564 E-mail:takuya.sawaguchi@art-sys.co.jp 

 

 

Pro-POP システム 
 株式会社デジタル 

 
Pro-POP システムなら、TPiCS の特徴である f-MRP にて計算され
た計画をダイレクトに現場端末（タッチパネル式の POP 端末）に作
業指示として表示でき、生産実績を現場装置から自動かつリアルタ
イムに収集し、連続集中取込オプションを使って TPiCS との連動を
実現できます。 
さらに着手信号機オプションを用いることで、より詳細な状況を把握
した生産着手が可能となります。 
これにより、計画指示、生産進捗管理、実績収集など、現場と直結
したトータルな生産管理システムが実現します。 

お問合せ先 ESS 部 八尋さん 
TEL:03-5821-1108 E-mail:ess@proface.co.jp 

 

 

無線ハンディターミナルによる実績収集システム 
 株式会社フルノシステムズ 

 
 

当社は、1987 年に日本初となる無線コントローラーを開発して以
降、自社で無線ハンディターミナル、アクセスポイント、及び無線通
信管理ミドルウェア(MORS Evolution)など、無線 LAN システムを安
心かつ安全にご使用頂く為に、ハードウェア・ミドルウェアを提供し
ているメーカーです。国内では、すでに 3000 サイトを超えるお客様
に提供しており、海外にも販売展開しています。 
当社 finpad シリーズの無線ハンディターミナルと ｢トランザクション
集中処理オプション｣ との連携により、現場で作業した情報が、リア
ルタイム かつ ダイレクトに TPiCS サーバに格納する事が可能で
す。これにより在庫の適正化、生産リードタイムの短縮、生産スケジ
ュール・進捗の可視化、計画変更の柔軟な対応と、現場の見える化
に貢献します。 

お問合せ先 システム部 安田さん 
TEL:078-304-5385 E-mail:yasuda@furunosystems.co.jp 

 

 

 

 

 

ハンディターミナルによる実績入力システム 
 日本システム開発株式会社 

 
弊社は、ハンディーターミナルやバーコードリーダを製造・販売して
おります機器メーカーです。 
TPiCS は 2003 年から自社の生産管理に本格使用しています。 
TPiCS-X ユーザーとしての経験を踏まえハンディーターミナルによ
る実績入力システムを開発し、この度それを外販することといたしま
した。 
システムは標準機能をパッケージ化しハンディーターミナルへイン
ストールして出荷しますので、従来からある作り込みによるシステム
提供と比べ、大幅なコストダウンを実現しております。  

お問合せ先 システム機器営業部 上田さん 
TEL:06-4391-9881 E-mail:ueda@nsd-inc.co.jp 

 

 

 
振り分け君 
  株式会社アイフロント 

 
『振分け君 for TPiCS』は従来のスケジューラに比べ機能を制限
する事で、簡単に生産計画データをガントチャート表示し変更でき
る生産計画調整ツールです。しかも、TPiCS の注残データを自動で
取得し、その計画を自由に分割することができます。また、分割した
計画は別のラインにドラックアンドドロップで簡単に割付が可能で
す。 
（変更した作業の作業伝票も独自に作成可能です） 

お問合せ先 西日本事業部第一営業部 横山さん 
TEL:06-6267-2970 E-mail:w-eigyou@aifront.co.jp 
 
 
 
 
 
 
 
Asprova for TPiCS 
  アスプローバ株式会社 

 
(1)TPiCS の既存ユーザ様にそのままご利用いただけるように

TPiCS の設定のみで Asprova のガントチャートを作成できる完全
連携インターフェイスをご提供します。 

(2)TPiCS ユーザ様に簡単に導入いただけるように TPiCS 機能に合
わせて、あらかじめ Asprova の設定を行っている機能限定バー
ジョンを 160 万円と安価で提供いたします。 

(3)Asprova for TPiCS をお使いいただいてさらに機能が必要となっ
た場合は、自由に機能を増やせ、最終的には Asprova の正式版
までの拡張が可能です。 
お問合せ先 アスプローバ株式会社 
TEL:03-5498-7071 E-mail:info@asprova.com 

 

 

 

 

現場⽣産実績⾃動収集システム 

スケジューラ 

連携システム 
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無線ハンディ在庫管理システム 

 for TPiCS-X 4.0 
 ニシコム株式会社 

 
在庫管理（入出庫業務 等）を行うことを目的として「トランザクション
集中処理オプション」と当社のハンディターミナルを連携したシステ
ムをパッケージ化しました。 
在庫管理機能を活用することに特化してシステムを構築すること
で、短期間での導入とコストダウンが実現可能です。 
導入後は生産計画作成機能を現場のスキルを考慮しながら活かし
ていくことで、本格的な生産管理システムとして活用の場を広げるこ
とができます。 

お問合せ先 ソリューション事業部 及川さん 
TEL:03-6715-9008  E-mail:oikawa.k@nisicom.co.jp 

 

 

Hi-PerBT ウェブ申請 TPiCS 連携ソリューション 
 株式会社日立ソリューションズ西日本   

 
日立ソリューションズ西日本が開発した Hi-PerBT ウェブ申請と
TPiCS-X を連係するためのソリューションです。稟議・決裁書など
の帳票を電子化し、ウェブ上で申請・承認を行って自動回覧するこ
とができます。TPiCS 連携機能として、TPiCS に準じた電子帳票を
ご用意しました。TPiCS の確定前の計画について社内承認を得た
り、現場から購買依頼を TPiCS に取り込むことができます。 
もちろん、TPiCS の計画情報を各担当者に配信することも可能で
す。社内の伝票義務の効率向上＆スピードアップ等の業務改善に
ご活用を是非ご検討下さい。 

お問合せ先 産業ソリューションビジネス部 林さん  
TEL:082-511-8011 
E-mail:kenji.hayashi.zy@hitachi-solutions.com 

 

通関管理システム S-CUSTOM 
深セン網藍通用科技有限公司(ﾌﾞﾙｰﾈｯﾄ) 

 
通関管理システム S-CUSTOM は中国通関の要求により中国に進
出する部材のデータの登録申告と通関申告、中国国内転所、通関
帳簿、通関物流など通関業務を管理するシステムです。TPiCS とリ
ンクさせ、通関の実務データと社内実務データの差異を分析し、直
感的判断依拠を提供し、通関から義務付けされた各種記録、レポ
ートの作成をすることも可能です。中国通関のシステムと連結し、電
子通関も実現できます。（カスタマイズ必要） 
お問合せ先 深セン網藍通用科技有限公司  洪聖実さん 
 TEL:86-755-8631-9251  E-mail:info@east-net.cn 

 

 

製造業ユーザー様向け 
TPiCS-X基礎解説･････････････････････5,000円 
TPiCS-X応用講座････････････････････20,000円 
お問合せ先 ＴＰ-ＪＩＴ(ﾃｨｰﾋﾟｰｼﾞｯﾄ)研究所 小松さん 
TEL:046-221-1241  
E-mail:komatsu8@aqua.ocn.ne.jp 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

在庫管理システム 

ワークフロー 

通関・物流システム 

TPiCS 関連マニュアル 

                    貸出制度 
 

TPiCS-Xインストール済みクラウド環境またはノートパソコン（マニュアル等含む）を、あるいは
TPiCS のデモ版（DVD、マニュアル等）を 無料でお貸出します。 
別紙申込用紙（青緑の紙）に必要事項をご記入の上 お送り下さい。到着後 内容確認の上発送いた

します。貸出期間は、３週間といたします。 
 

連携システム 
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